
（農地利用効率化等支援事業の要望調査票）

Ⅰ　事業内容等

（注）

（注） 1
2

3

Ⅱ　融資の概要

□ □

□ □

農業信用基金協会
による機関保証の
利用（注）

追加的信用供与補助事業の活用を希望する 追加的信用供与補助事業の活用を希望する

追加的信用供与補助事業の活用を希望しない 追加的信用供与補助事業の活用を希望しない

(注）
いずれかの□にチェックを入れること。なお、機関保証利用の有無については、融資機関及び農業信
用基金協会の審査によって希望に添えない場合があることに留意すること。

Ｄ E

□

要望調査票

住　　　　所
代表者名

（法人等の場合に記載）

No

1

着工(契約)
予定年月日

電話番号 自宅　　　　　　　-　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　携帯　　　　　　　-　　　　　　　　-　　　　　　　

竣工(納品)
予定年月日

機械等の保管・
設置・施工場所

（住所）

氏名又は法人等名

事業内容
（機械等名、規模、台数等）

リース
活用の
場合は

☑

□

2

3

No 融資率
（％）

F=B/A G=C/A

事業費
（円）

A=B+C+D
+E

融資

C

自己資金

事業内容が分かる見積書（3社分）やカタログ、図面等を添付すること。

助成金

B

資金調達計画（円）

備考
その他

□

□

2 □

□

1

償 還 年 数

融資審査の進捗状況

項　　　目
資金調達のうち融資の概要

融資① 融資②

金融機関名

融　 資 　名

借入予定 令和　　　年　　　月　　　日 令和　　　年　　　月　　　日

融資金額（円）

計

3

別紙２

　「担保措置の有無」欄は、融資のための担保に供する場合、□にチェックを入れること。
　「耐用年数」欄は、導入する機械等の耐用年数を記載すること。中古機械等を導入する場合には、
上段に新品時の法定耐用年数、下段に括弧書きで中古資産耐用年数を記載すること。
　「備考」欄は、消費税仕入控除税額を減額した場合には「除税額○○○円　うち国費○○○円」
を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記載
すること。

担保措
置の有

無

耐用
年数
（年）

助成率
（％）

借入予定



1
2

　（２）必須目標の達成に向けた取組のポイント

　（３）関連事業の実施状況

　（４）個人情報の扱いに関する同意

□
　本事業の実施に当たり、本申請に係る個人情報並びに地域計画に記載されている個人情報（氏名等）につい
て、関係機関に提供することに同意します（同意いただけない場合は、取組内容等が確認できないため、本事業
の実施ができない場合があります）。

根拠資料

青色申告書
決算書等

【その他必要資料】
見積書（3社分）
カタログ
図面（施設導入のみ）

農業版BCP

青色申告書

有機JASの認証を証す
る書類

現在の経営状況を踏まえて、必須目標の達成に向けて実施する取組などについて３点程度箇条書きで
記載すること。

①

C 人件費

経営面積の拡大

GAP認証

②

⑧ 環境配慮の取組

営農計画書
農作業受託契約書

作業日報や取組計画
に関する書類

法人登記簿や認証書
類、就業規則等

研修生の受入を証する
書類

履歴事項全部証明書、
区分経理に関する資料

労働時間の縮減

⑥

農業者の育成

女性の取組

⑤

輸出事業計画

A

付加価値額の拡大
A-B+C

収入総額

B 費用総額

　「根拠資料」欄に記載されている資料等（成果目標に掲げる項目毎に、現状及び目標年度までの
各年度の目標値の根拠とした資料等）の写しを添付すること。
　なお、現状の根拠とした資料等は、成果目標に係る実績の確認においても用いることとする。

目標の具体的な内容等

(注） 　「項目」欄の「②経営面積の拡大～⑧環境配慮の取組」は、成果目標に掲げる項目のみ記載する

① ② ③

　

事業名 実施年度 事業内容 設定済目標項目

（注） １　過去に実施した国の補助事業等の達成状況について全て記載すること。
2　達成状況が確認できる既に提出されている目標達成状況報告書等を添付すること。

農業経営の法人化

⑦ 輸出の取組

（注）

認証書類

④
農業版BCP

青色申告の取組

③

現状
（R7）

１年度目
（R8）

２年度目
（R9）

３年度目
（R10）

拡大
率

導入する機械
等と成果目標
の項目の関連


